　これからの電力供給
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

これからの電力供給方法について考えよう

自然界の循環
☆確認事実

　「地球上では、過去に自然環境の変化が何度も起こったが，

全生物が絶滅するような大変化はなかった。」


証拠：（今現在私たちが、






）
　→先カンブリア代、古生代、中生代の終わりには生物の90％以上が絶滅する火山噴火や隕石の落下などの（災害）が起きている。
☆（　　　　　　　種）・・・人間活動のために、本来その場所にいない生物が定着すること。
エネルギーの循環　　電気を手に入れるには　
	
	火力
	原子力
	（　　　　　　）可能エネルギー

	もとになる
エネルギー
	石炭・天然ガス・石油など

（　　　　　　燃料）の

（　　　　　　エネルギー）
	放射性物質（ウランやプルトニウム）

が持つ（　　　エネルギー）
	水力・風力・波力などの
（　運　　　　　エネルギー）

太陽光（　　　　　エネルギー）



	発電機を
回すしくみ
	化石燃料を燃やして
お湯を沸かして蒸気を発生

→蒸気を発電機へ
	ウランが分裂するときに得られる熱で

お湯を沸かして蒸気を発生

→蒸気を発電機へ
	水力・風力・波力から得られる運動エネルギーをそのまま発電機へ
太陽光：発電機なし

	発電量
	多い
	とても多い
	少ない

	長所
	発電所がつくりやすい
発電量を調整しやすい
	少ないウランですごい発電量
火力と違い（　　　　　）が出ない
	もとのエネルギーが無限にある

	短所
	化石燃料を燃やすと（　　　　　　　　）が発生
（　　　　　　　　　化）の原因
化石燃料の埋蔵量
	（　　　　　　　　）が漏れたら危険
ウランの埋蔵量にも限りあり
	発電量が少ない


原子力　放射線の性質
◎放射線の種類（原子核が壊れるときに出てくる粒子。ウランなどは他の原子に比べて原子核が壊れやすい）
（　　　）線（ヘリウムの原子核）
・・・　紙などで防げる。
（　　　）線（高速の電子）
・・・　薄い金属板で防げる。
（　　　）線、Ｘ線（波長の短い光）
・・・　厚い鉛の板で防げる。
◎放射線が物質に当たると温度がすごく上がったり、生物に当たると（　Ｄ　　　　　）を壊したりする。
◎放射線の単位には、Bq（ベクレル）、Gy（グレイ）、（　　　　　）（シーベルト）がある。Svは人体に与える影響を表す。

◎原子力の扱いには、大変な注意が必要である。

これからの電力供給は、
